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地域活動支援センター「なのはな」クリスマス会・関連記事は、2 ページに掲載

スマートフォン等でご覧に
なりたい方はこちらから➡

はじめてのクリスマス会！はじめてのクリスマス会！

飯舘村社協

☆ホームページもご覧ください

【目　　　　次】

・新年のあいさつ（会長より）、地域活動支援ｾﾝﾀｰ「なのはな」コーナー「クリスマス会他」… ２

・サポートセンター「つながっぺ」コーナー「カラオケ大会他」………………………………… ３

・生活支援相談員コーナー「お茶のみ会他」… …………………………………………………… ４

・各団体の活動状況「身体障がい者福祉会、赤十字奉仕団他」……………………………… ５～６

・できごと「家族介護者交流のつどい」、ご報告「社協会費のお礼」……………………………… ７

・お知らせ「心配ごと相談、寄付金他」……………………………………………………………… ８

第 86号	 いいたて社協だより	 令和６年１月 20日　



会長　齊藤　修一

新年のあいさつ新年のあいさつ

　令和 5 年 10 月にオープンした地域活動支援センター「なのはな」は、毎週火曜・木曜（年
末年始・祝日は除く）の週２回、いいたてクリニック内で開所しています。
　その中で、利用者のみなさんにご協力いただきながら発泡スチロール等を活用しながら同セ
ンターの看板制作（写真中央）を行いました。また、ミニ卓球やスカットボールなどで体を動
かしたり、サンドウィッチを作ったり料理教室（写真左下）なども行いながら職員及び利用者
同士交流をしています。
　12 月 21 日にはクリスマス会（表紙写真）を実施し、スカットボールで点数を競い合ったり（写
真右下）、ビンゴゲームをやったり、少し早いクリスマスを楽しみました。

　新年あけましておめでとうございます。
　昨年は、ようやくコロナ禍が一段落したとはいえ、インフルエン
ザの流行など、相変わらず大変な年ではありましたが、皆様にはお
健やかで穏やかな新年を迎えられたことと、お慶び申し上げます。
　令和５年度の当協議会員会費（一般会員、特別会員、賛助会員会費）
並びに各種募金活動に対し、多くのご賛同・ご協力いただきました
ことに厚く御礼申し上げます。
　旧年中は、新型コロナウイルスが感染症法上 5 類に移行されたこ

とに伴いサポートセンター「つながっぺ」は通常利用（1 週間に 1 回）となりましたが、サポー
トセンター運営を含め生活支援相談員の訪問活動等の一部事業では引き続き基本的感染防止対
策をしながら実施してきました。また、新たにいいたてクリニックの施設内に村から委託を受
けて、令和 5 年 10 月に地域活動支援センター「なのはな」（障がいのある方の自立した生活
をサポートする施設）を開設し、運営をしております。
　古来より「辰年は、活力旺盛、形がととのう年」と言われておりますが、
本格的に村が動き出す年となりそうです。会員のみなさまには、今年も昨年
同様変わらぬご協力を賜り、職員一丸となり引き続き村民の皆様に寄り添い、
各種事業の充実や新たな取り組みを行って参る所存であります。
　皆様におかれましても健康で笑顔の多い年でありますようご祈念申し上げ、
新年のご挨拶とさせていただきます。

地域活動支援センター地域活動支援センター 『なのはな』『なのはな』 コーナーコーナー
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　サポートセンター「つながっぺ」では、利用者のみなさんからの要望もあり 12 月上旬、久
しぶりに“カラオケ大会”を行いました。歌に合わせて手拍子をしたり、踊ったり、職員とデュ
エットする姿が見られました。利用者からは「歌ってスッキリした、楽しかった」など喜びの
声が聞かれ、楽しい時間を過ごしていました。
　また、今年度も１2 月 18 日から 22 日の 5 日間『クリスマス会』を行い、「つながっぺ」に
もサンタクロースがやってきました。職員とともに利用者のみなさんも仮装し、ポインセチア
オーナメント（飾り）制作やビンゴゲームをしたり、ケーキを食べたりしました。最後は、笑
顔でクリスマスプレゼントを受け取り一足早いクリスマスを楽しんでいました。

サポートセンター 「つながっぺ」 コーナーサポートセンター 「つながっぺ」 コーナー

マイクを片手に熱唱し、マイクを片手に熱唱し、
歌声を響かせていました歌声を響かせていました

サンタクロースやトナカイに仮装し、 みんなで楽しいひとときを過ごしましたサンタクロースやトナカイに仮装し、 みんなで楽しいひとときを過ごしました
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神野クニミさん
（長泥・相馬市在住）

生活支援相談員コーナー生活支援相談員コーナー

　第２回お茶のみ会が 11 月に各方部で開催されました。11 月 8 日・相双方部、11 月 13 日・
川俣方部、11 月 29 日・福島方部で実施しました。今回は、保原屋生花店（川俣町）を講師に迎え、
園芸療法“冬の寄せ植え”教室を行いました。参加者は、講師の説明を聞きながらパンジーや
ビオラ、チューリップの球根などをひとつひとつ丁寧に鉢に植え、「また来年も寄せ植え教室
をやって欲しい」との声が多く聞かれました。
　また、12 月には訪問活動しながら復興公営住宅入居者へ“寄せ植えセット”を配付しました。
植物とふれあうことでストレスの軽減や心身のリフレシュを図ることを目的に福島市、南相馬
市、川俣町の住宅５６世帯を訪問し、健康状態や様子を伺いながら一人ひとりに手渡し、みな
さん喜んで受け取る姿が見られました。
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《お茶のみ会の様子》 《訪問活動の様子》
相双方部 ✿寄せ植えセットの配付✿

～訪問先での話～

川俣方部

福島方部
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古関裕而記念館を見学しました

舞台で「相馬仮装盆踊り」を披露した参加者

飯舘村と新地町の会員で記念撮影

囲碁ボールで得点を競い合いました

ラダーに向かってボールを投げました

身体障がい者福祉会身体障がい者福祉会

　１１月６日に相馬身体障がい者福祉会の「レクリエーショ
ン交流会」が飯舘村交流センターで行われました。（写真右
上・右下）飯舘村と新地町の会員 10 名（飯舘村 5 名）が
参加し、チーム対抗でラダーゲッター等のニュースポーツ
を通して体を動かしました。
　また、その後、福うさぎ（福島市）に会場を移動し、会
員の親睦を深める「つどい」（1 泊）が行われました。11
月 7 日は、福島市の古関裕而記念館等を見学し、2 日間を
通して会員同士の親睦・交流を深める機会となりました。（写
真左下）

老人クラブ連合会老人クラブ連合会

　11 月 22 日、郡山ユラックス熱海（郡山市）で第 27 回福島県高齢者芸能発表祭が開催され、
県内から 34 団体が出演しました。村老人クラブ連合会からは旧石橋地区を代表して２０壽会

（二枚橋須萱）が「相馬仮装盆踊り」を披露し、会場を賑わせました。（写真左下）
　また、１２月６日には、北塩原村・飯舘村老人クラブ若手委員交流会が北塩原村活性化セン
ターで行われました。囲碁ボールやスカットボールのニュースポーツで体を動かし、その後、
懇親会を通してお互いの近況報告をしながら交流しました。（写真右下）

各団体の活動状況各団体の活動状況
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団員による炊き出しの様子

お互いの活動など情報交換をしました

いいたてホームの玄関前で記念撮影

スポーツ公園周辺でゴミ拾い

いいたてホームでプランターに花植え

赤十字奉仕団赤十字奉仕団

民生児童委員協議会民生児童委員協議会

　今年度は炊き出し訓練の一環として、飯舘村地域防災センターで 11 月 1 日の村老人クラブ
連合会の健康づくり会員交流会、12 月 2 日の村防災訓練（写真左下）で昼食の提供を行いま
した。防災鍋を使用しそれぞれ約 100 食の豚汁を振る舞い、団員の活動意欲を高める機会と
なりました。
　また、毎年いいたてホームのクリスマス会に合わせてクリスマスプレゼントを届けていま
す。今回も団員より未使用のタオルを募り、12 月 15 日に団員 6 名が佐々木裕行施設長を訪れ、
タオル等（100 本）を贈りました。（写真右下）

　11 月 10 日、環境美化作業としていいたてホー
ムで花植え、社協事務所前（陽だまりの家）の花
壇整備や周辺のゴミ拾いを行いました。（写真右上・
右下）委員 23 名が参加し、プランターにパンジー
などを植えたり、花壇を手入れしチューリップの
球根を植えたりしました。
　また、12 月 4 日には福島市第一方部民生児童委
員協議会との交流会がいちばん館で行われました。

（写真左下）役員 7 名が参加し、村役場の担当者
より村の復興状況説明や民生児童委員活動状況等
について意見が交わされ有意義な交流会となりま
した。
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腰痛予防ストレッチの様子 車いすの操作方法等を体験

家族介護者交流のつどい家族介護者交流のつどい

令和５年度社会福祉協議会会員会費ご協力のお礼令和５年度社会福祉協議会会員会費ご協力のお礼

　第３回家族介護者交流のつどいは、12 月 21 日に
飯舘村交流センターで開催されました。今回は、ポー
セラーツインストラクターの佐藤由美氏を講師に

「ポーセラーツ教室」（写真右上・右中）を実施しま
した。
　また、午後からは村地域包括支援センター及び㈱
ハッピーケアの協力で「介護者の腰痛予防教室」（写
真左下・右下）が行われ、腰痛予防ストレッチや車
いすやベッドでの介助方法などの介護技術の実演・
体験、福祉用具の説明等がありました。その後、職
員を含め参加者全員で情報交換しながら交流しまし
た。参加者からは、「体験の大切さを実感した」など
の感想があり、とても有意義な時間となりました。

　今年度も多くのみなさまに当協議会会員として、一般会費（各行政区）・
特別会費（社会福祉協議会理事・監事・評議員、福祉に理解のある方等）・
賛助会費（事業所等）会費の納入にご協力いただきました。みなさまから
いただきました会費は、社会福祉事業のために有効に活用させていただきます。
ありがとうございました。
　なお、会費の納入にご協力していただける方は、3 月末まで受付けておりますので社会福祉
協議会にご連絡ください。よろしくお願いいたします。

ご 報 告ご 報 告

できごとできごと
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心配ごと相談を開催します心配ごと相談を開催します

第６回福祉チャリティー祭り 『チャリティー募金』 のお礼第６回福祉チャリティー祭り 『チャリティー募金』 のお礼

ありがとうありがとう
ございましたございました

いいたて社協だより「わくわく」は、みなさまからの会費により発行しております。

編集後記編集・発行
社会福祉法人

飯舘村社会福祉協議会
〒 960 － 1803
福島県相馬郡飯舘村伊丹沢字伊丹沢 571

陽だまりの家
TEL 0244－42－1021　FAX 0244－42－1040
メール：hidamari@iitatesyakyo.com

　昨年は、コロナ対策が緩和さ
れたこともあり、サポートセン

ター「つながっぺ」の利用回数が増えたことで利用
者のみなさんから多くの喜びの声が聞かれました。
また、新たに地域活動支援センター「なのはな」が
開所し、利用者のいきいきと活動している姿が見ら
れました。
　令和６年も社協だより「わくわく」を通して、各
団体の活動状況や各事業の実施状況など様々な情報
を発信していきたいと思います。本年もよろしくお
願いいたします。

お知らせ

ホームページ：
https://iitatesyakyo.com/

飯舘村社協

弁護士法人鈴木芳喜法律事務所による法律相談を開催します。相談は無料です。
　○日　時…２月２０日（火）午後 1 時 15 分から午後３時まで

　○場　所…飯舘村社会福祉協議会

　○相談員…弁護士法人鈴木芳喜法律事務所弁護士

　○予　約…村社会福祉協議会にお申し込みください。

　○申し込み期限…２月１５日（木）まで

　いいたて社協だより第 85 号において「第 6 回福祉チャリ
ティー祭りの開催」報告をいたしましたが、チャリティー募
金について集計結果がまとまりましたのでご報告いたします。
今回の募金については、国内の大規模な被災地等の義援金と
して活用させていただきます。みなさまの温かいご支援・ご
協力ありがとうございました。

【募金総額】【募金総額】
２５８，６６０円２５８，６６０円

●ご遺志によるご寄付　
古川　正夫　様（故 古川　トミ子 様）  高橋　春雄   様（故 高橋　みつ 様）
今野　直樹　様（故 今野　正  喜  様）  今野　百合　様（故 今野　征美 様）
庄司　吉夫　様（故 庄司　孝  夫  様）  髙橋　美代　様（故 髙橋　正道 様）

●一般寄付
　福島ヤクルト販売 ( 株 ) ヤクルト親交会 様
※令和 5 年 11 月 1 日から令和 5 年 12 月 31 日まで掲載しています。

あたたかい善意に心から感謝いたします

ご 報 告 ②ご 報 告 ②
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